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最
近
は
「
虚
礼

廃
止
」
が
多
く
叫

ば
れ
、
当
協
会
で

も
ご
多
分
に
も
れ

ず
そ
の
方
向
で
議

論
さ
れ
た
ば
か
り

だ
。
ま
だ
贈
答
品

が
盛
ん
に
往
来
し
て
い
た
時
の

こ
と
を
少
し
思
い
出
し
て
み

た
。
多
く
の
方
に
種
々
の
品
物

を
選
び
お
送
り
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
は
あ
る
一
つ
の
不
思
議

と
思
え
る
事
象
が
あ
っ
た
▼
そ

れ
は
、「
お
礼
状
は
偉
い
人
か

ら
先
に
く
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。

「
偉
い
人
は
秘
書
と
か
配
偶
者

が
代
筆
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
ろ

う
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
こ
れ
が
意
外
に
も
多
く
は

ご
本
人
の
直
筆
だ
っ
た
。
こ
の

事
は
友
人
や
身
内
も
同
じ
こ
と

を
言
っ
て
い
た
▼
卒
後
大
学
に

在
籍
し
て
い
た
時
に
学
会
へ
教

室
員
の
皆
と
行
っ
て
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
帰
路
の
電

車
の
中
で
教
授
が
カ
バ
ン
か
ら

葉
書
を
出
し
、
学
会
場
で
頂
い

た
お
土
産
の
お
礼
を
手
早
く
お

書
き
に
な
っ
て
い
た
の
を
何
回

か
目
撃
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
お
礼
状
は
早
く
出
さ
な
く
て

は
ね
」、「
こ
う
し
て
今
書
い
て

お
け
ば
、
帰
り
が
け
に
ポ
ス
ト

に
投
函
で
き
早
く
着
く
か
ら
」

と
。
こ
れ
が
素
早
く
お
礼
を
だ

す
コ
ツ
な
の
か
と
も
思
っ
た
▼

今
は
メ
ー
ル
も
あ
り
、
書
く
と

し
て
も
パ
ソ
コ
ン
が
体
裁
良
く

宛
名
も
書
い
て
く
れ
る
。
そ
も

そ
も
「
虚
礼
廃
止
」
と
な
り
、

品
物
の
や
り
と
り
の
減
少
と
共

に
「
お
礼
状
」
を
書
く
こ
と
も

な
く
な
り
、
そ
れ
は
我
々
が
他

院
か
ら
頂
く
紹
介
状
や
医
療
情

報
提
供
書
へ
の
お
礼
を
書
く
こ

と
の
「
事
務
処
理
能
力
」
な
ど

に
も
関
連
し
て
い
る
の
で
、「
虚

礼
」
で
も
多
少
良
い
点
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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Ｍ
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い
、
コ
ス
パ
よ
く
働
き
た
い
た

め
初
期
研
修
直
後
に
美
容
医
療

に
進
む
「
直
美
」
の
増
加
、
②

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
解
禁
を
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
参
入
す
る

営
利
企
業
の
増
加
、
③
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
え
る

コ
ン
サ
ル
や
ア
フ
ィ
リ
エ
イ
タ

ー
の
増
加
―
な
ど
の
複
合
要
因

が
、
こ
の
拡
張
の
背
景
に
あ
る

と
説
く
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に

参
入
す
る
企
業
は
医
療
機
関
と

提
携
し
、
合
法
性
を
装
い
医
師

を
組
織
し
て
い
る
と
の
指
摘
も

示
し
、
運
営
主
体
が
医
療
法
人

の
ほ
か
に
Ｉ
Ｔ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
、
Ｅ
Ｃ
（
通
販
）
サ
イ
ト
運

営
会
社
、
人
材
サ
ー
ビ
ス
会
社

な
ど
多
様
化
し
て
い
る
と
提

示
。
更
に
は
同
一
グ
ル
ー
プ
で

複
数
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
ビ
ジ

ネ
ス
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営

し
、
同
一
処
方
で
異
な
る
料
金

体
系
と
し
、
最
安
の
治
療
に
誘

導
し
囲
い
込
む
な
ど
、
販
売
戦

略
の
巧
妙
化
の
実
態
も
示
し
て

い
る
。

法
整
備
は
営
利
企
業
に

網
か
か
ら
ず

　

通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
た
医

療
法
改
正
案
に
も
触
れ
、
改
正

で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
へ
当
局
の

監
督
が
及
ぶ
よ
う
に
な
る
も
の

の
、
営
利
企
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
ビ
ジ
ネ
ス
へ
参
画
す
る
こ

と
を
規
制
す
る
内
容
で
は
な
い

と
指
摘
。
当
協
会
で
講
演
し
た

山
田
瞳
弁
護
士
（
の
ぞ
み
総
合

　

昨
年
度
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
も
実
質
的
な
義
務
化
の
流

れ
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
４
月

以
降
、
レ
セ
プ
ト
の
光
デ
ィ
ス

ク
（
Ｃ
Ｄ
）
請
求
が
新
規
で
選

択
で
き
な
く
な
り
、
既
存
の
光

デ
ィ
ス
ク
請
求
の
医
療
機
関
も

継
続
を
希
望
す
る
場
合
は
、
１

年
ご
と
に
猶
予
届
出
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　

猶
予
を
希
望
す
る
医
療
機
関

は
、
昨
年
度
は
８
月
末
ま
で
に

示
し
た
。
具
体
的
に
は
、
健
康

保
険
証
が
有
効
期
限
切
れ
で
あ

っ
て
も
、
被
保
険
者
番
号
等
で

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ

ム
に
照
会
す
る
こ
と
で
資
格
確

認
が
で
き
る
場
合
に
は
、
３
割

等
の
通
常
の
自
己
負
担
で
診
療

し
、
保
険
請
求
を
可
能
と
し

た
。

　

こ
の
暫
定
的
な
取
り
扱
い
は

２
０
２
６
年
３
月
末
ま
で
と
さ

れ
て
お
り
、
医
療
機
関
に
は
患

者
に
対
し
、
次
回
以
降
は
マ
イ

ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認
書

を
持
参
す
る
よ
う
働
き
か
け
る

こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。

　

な
お
、
当
該
対
応
が
行
わ
れ

た
と
し
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
が
不
全
で
あ
っ
た
り
、

機
器
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
り
し

た
場
合
に
は
完
全
な
対
処
と
は

な
ら
な
い
。
最
も
確
実
な
対
応

は
保
険
証
を
存
続
さ
せ
る
こ
と

だ
が
、
当
面
は
患
者
に
マ
イ
ナ

保
険
証
の
登
録
解
除
や
資
格
確

認
書
の
申
請
を
行
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
案
内
す
る
こ
と
が
、
オ

ン
資
ト
ラ
ブ
ル
時
も
対
応
可
能

な
次
善
の
策
と
考
え
ら
れ
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
２７
日
付

で
、疑
義
解
釈
資
料「
健
康
保
険

証
の
有
効
期
限
切
れ
に
伴
う
暫

定
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
」
を

発
出
し
た
。
８
月
以
降
、
多
く

の
自
治
体
で
国
民
健
康
保
険
証

が
失
効
す
る
こ
と
を
受
け
、〝
現

場
の
混
乱
を
抑
え
る
た
め
の
対

応
方
針
〟が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

疑
義
解
釈
で
は
、
あ
く
ま
で

も
健
康
保
険
の
受
給
資
格
の
確

認
場
面
で
、
▽
患
者
が
マ
イ
ナ

保
険
証
に
て
電
子
資
格
確
認
を

受
け
る
か
、
▽
資
格
確
認
書
、

又
は
有
効
期
限
内
の
健
康
保
険

証
を
提
出
す
る
こ
と
を
基
本
と

し
た
。
そ
の
上
で
有
効
期
限
切

れ
に
気
が
つ
か
ず
健
康
保
険
証

を
引
き
続
き
持
参
し
て
し
ま
う

患
者
や
、「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
の
み
を
持
参
す
る
患
者

も
想
定
さ
れ
る
と
し
て
対
応
を

猶
予
届
出
の
初
回
申
請
を
行
っ

た
が
、
今
年
度
も
同
じ
８
月
末

日
ま
で
の
期
限
で
届
出
の
提
出

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

様
式
は
若
干
変
更
さ
れ
て
お

り
、「
体
制
の
整
備
の
予
定
時

期
の
欄
」
の
書
き
方
は
、
昨
年

度
「
○
○
月
末
ま
で
の
時
期
」

と
選
択
式
に
さ
れ
て
い
た
も
の

が
、「
○
年
○
月
請
求
分
か
ら
」

と
記
載
さ
せ
る
か
た
ち
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
扱
い
は
昨
年

同
様
と
想
定
さ
れ
、
１
年
以
内

に
移
行
で
き
そ
う
に
な
く
と

も
、
と
り
あ
え
ず「
１
年
以
内
の

期
限
」
と
し
て
記
載
さ
れ
た
い
。

　

申
請
は
〝
医
療
機
関
等
向
け

総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
〟
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届
出
が
原
則

と
な
る
が
、
や
む
を
得
な
い
場

合
は
紙
ベ
ー
ス
で
の
提
出
が
可

能
だ
。
そ
の
場
合
は
支
払
基
金

本
部
と
神
奈
川
県
国
保
連
合
会

の
２
カ
所
に
提
出
す
る
。

・ 

社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金 

事
業
統
括
部
事
業
サ
ポ

ー
ト
課
行

　

〒
１
０
５-

０
０
０
４

　

東
京
都
港
区
新
橋
２
丁
目

　

１
番
３
号

・ 

神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会 

情
報
管
理
部 

シ

ス
テ
ム
管
理
課
行

　

〒
２
２
０-

０
０
０
３

　

横
浜
市
西
区
楠
町
２７
番
地
１

法
律
事
務
所
）
の
「
営
利
企
業

が
医
療
機
関
と
提
携
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
に
参
画
す
る
こ
と

が
事
実
上
許
容
さ
れ
て
い
る
状

況
に
は
特
段
の
影
響
は
な
い
」

と
の
警
鐘
コ
メ
ン
ト
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
マ
ル
チ
ま
が
い

の
商
法
や
大
量
の
違
反
広
告
と

厚
労
省
の
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル

の
限
界
、
消
費
者
の
医
薬
品
へ

の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
や
、
自
身

の
健
康
を
自
身
で
守
る
意
識
の

涵
養
な
ど
も
、
説
か
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
医
療
法
改
定
の
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
関
連
の
問
題
点

は
、当
協
会
政
策
部
長
談
話「
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
跋

扈
を
懸
念
／
医
療
法
改
定
の
部

分
修
正
・
慎
重
審
議
を
望
む
」

（
２
０
２
５
年
４
月
９
日
）
を

参
照
い
た
だ
き
た
い
。

期
限
切
れ
健
康
保
険
証

２６
年
３
月
末
ま
で
使
用
可
能

厚
労
省
が
疑
義
解
釈
を
発
出

　

記
事
で
は
、
国
が
法
整
備
に

動
き
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
派
手
な

Ｃ
Ｍ
が
一
時
期
よ
り
減
っ
た
も

の
の
、
よ
り
潜
在
化
が
進
行
し

て
い
る
と
提
示
。
と
り
わ
け
自

由
診
療
の
美
容
領
域
で
の
「
お

金
儲
け
」
目
的
の
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
の
広
が
り
を
問
題
視
。
悪

徳
商
法
に
走
る
美
容
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
問
題
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
追
及
す
る
、
美
容
外
科
医
の

高
須
幹
弥
氏
（
名
古
屋
高
須
ク

リ
ニ
ッ
ク
・
院
長
）
、
妻
の
美

容
皮
膚
科
医
の
高
須
英
津
子
医

師
（
銀
座
高
須
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

院
長
）
に
よ
り
問
題
点
の
指
摘

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

幹
弥
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

感
染
リ
ス
ク
回
避
で
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
が
解
禁
さ
れ
た
が
、
保

険
診
療
よ
り
も
自
由
診
療
で
広

が
り
、
適
応
が
な
い
の
に
薬
を

処
方
す
る
問
題
が
生
じ
て
い
る

と
し
た
。
自
由
診
療
の
世
界
は

対
面
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
問
題

の
あ
る
医
師
が
多
く
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
な
れ
ば
、
ま
と
も
に
診

察
し
な
い
等
の
リ
ス
ク
は
高
ま

る
と
根
本
的
な
危
険
性
を
警

鐘
。
英
津
子
氏
も
低
用
量
ピ
ル

は
血
液
検
査
で
血
栓
の
有
無
を

確
認
し
て
処
方
フ
ォ
ロ
ー
す
る

も
の
だ
が
、
た
だ
〝
薬
を
出
し
医

師
が
ち
ょ
っ
と
顔
を
見
て
Ｏ
Ｋ
〟

と
い
う
効
率
重
視
の
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
が
増
え
て
い
る
と
憂
慮
。

　

Ａ
Ｇ
Ａ
（
男
性
型
脱
毛
症
）

へ
肝
臓
に
負
担
の
あ
る
フ
ィ
ナ

ス
テ
リ
ド
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
主

導
で
漫
然
投
与
す
る
事
例
や
、

男
性
更
年
期
障
害
治
療
の
ア
ナ

ボ
リ
ッ
ク
ス
テ
ロ
イ
ド
を
筋
肉

増
強
目
的
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

処
方
を
し
て
い
る
実
態
を
提
示
。

　

特
に
問
題
な
の
が
痩
せ
て
い

る
女
子
へ
の
痩
身
目
的
で
の
糖

尿
病
薬
Ｇ
Ｌ
Ｐ-

１
受
容
体
作

動
薬
の
投
与
だ
と
し
、
医
師
側

の
倫
理
を
問
う
て
い
る
。

　

記
事
は
構
造
問
題
に
も
触

れ
、
①
低
廉
な
保
険
診
療
を
嫌

　

昨
年
８
月
、
文
春
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
闇
を
、
当
協

会
の
磯
崎
哲
男
政
策
部
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
と
も
に
顕
在
化
さ
せ
た
、
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
・
山
崎
柊
三
氏
の
第
２
弾
の
記
事
が
こ
の
ほ
ど
、
同
ウ
ェ
ブ
で
配
信
さ
れ
た
。

タ
イ
ト
ル
は
、「『
ガ
リ
ガ
リ
の
女
の
子
に
糖
尿
病
治
療
薬
を
処
方
』『
診
察
の
フ
リ
を

す
る
だ
け
』
有
名
医
師
も
懸
念
す
る
〝
キ
ケ
ン
す
ぎ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
〟
の
闇
」

（https://bunshun.jp/articles/-/79203

）。

第2弾

提出方法はこちら
（医療機関等向け総
合ポータルサイト）

今
年
も
猶
予
届
の
提
出
を

光
デ
ィ
ス
ク
（
Ｃ
Ｄ
）
請
求
を
続
け
る
な
ら

【お知らせ】【お知らせ】

　協会ホームページ内　協会ホームページ内

「会員ページ」を利用す「会員ページ」を利用す

る際は、ユーザー名、パる際は、ユーザー名、パ

スワードが必要です。ごスワードが必要です。ご

存知のない方は事務局ま存知のない方は事務局ま

でお問合せくださいでお問合せください

（℡ 045-313-2111）（℡ 045-313-2111）。。

 また、昨年度よりパス また、昨年度よりパス

ワードの更新時期を6月1ワードの更新時期を6月1

日から日から8月1日に変更して

おります。ホームページホームページ

内にてお知らせ予定です内にてお知らせ予定です

ので、ご確認いただきまので、ご確認いただきま

すようお願いいたします。すようお願いいたします。

オ
ン
診
ビ
ジ
ネ
ス
の  

抉
る

弁
護
士
も
医
療
法
改
定
の
危
険
警
鐘

文
春
オ
ン
ラ
イ
ン

闇
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Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ
ス
）

と
は
、
炭
化
水
素
の
水
素
を

フ
ッ
素
に
置
き
換
え
て
人
工

的
に
作
ら
れ
た
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
の
総
称
で
あ
る
。
熱

や
水
、
油
、
薬
品
に
強
く
、

分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
「
永

遠
の
化
学
物
質
」
と
も
呼
ば

れ
る
。
泡
消
火
剤
、
防
水
剤
、

食
品
包
装
、
医
療
機
器
、
テ

フ
ロ
ン
加
工
品
な
ど
に
広
く

用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
環
境

中
に
残
留
し
、
健
康
リ
ス
ク

を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。

　

中
で
も
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
ピ
ー

フ
ォ
ス
）
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ピ

ー
フ
ォ
ア
）
、
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ
Ｓ

（
ピ
ー
エ
フ
ヘ
キ
サ
エ
ス
）

は
腎
臓
が
ん
、
精
巣
が
ん
、

甲
状
腺
疾
患
、
妊
娠
高
血
圧

症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
と
の

関
連
が
疫
学
的
に
確
認
さ

れ
、
現
在
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
条
約
の
規
制
対
象
と
し
て

日
本
で
も
製
造
・
輸
入
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

す
で
に
広
が
っ
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

に
よ
る
曝
露
は
、
い
ま
も
進

行
中
の
問
題
で
あ
る
。
代
替

物
質
の
安
全
性
も
未
確
認

で
、
新
た
な
リ
ス
ク
と
な
り

か
ね
な
い
。

　

沖
縄
で
は
基
地
周
辺
の
地

下
水
汚
染
に
よ
る
飲
用
制
限

が
続
き
、
低
出
生
体
重
児
が

増
加
。
４
月
に
は
大
阪
府
摂

津
市
で
、
元
工
場
労
働
者
の

血
中
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
と
間
質

性
肺
疾
患
の
関
連
が
報
告
さ

れ
た
。
東
京
都
立
川
市
で
は
、

米
軍
横
田
基
地
に
隣
接
す
る

地
域
で
相
談
外
来
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。

　

神
奈
川
県
内
で
も
、
米
軍

基
地
や
化
学
工
場
周
辺
の
地

下
水
汚
染
、
魚
類
か
ら
の
高

濃
度
検
出
が
相
次
ぎ
、
医
療

機
関
で
の
自
主
的
な
血
液
検

査
が
始
ま
っ
て
い
る
。
当
協

会
の
公
害
環
境
対
策
部
も
、

横
須
賀
基
地
前
の
魚
類
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
検
査
に
着
手
し
た
。

　

さ
ら
に
、
基
地
や
工
場
の

な
い
岡
山
県
吉
備
中
央
町
で

は
、
山
中
に
放
置
さ
れ
た
使

用
済
み
活
性
炭
に
含
ま
れ
て

い
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
水
道
水
に

混
入
し
、
住
民
７
０
９
人
中

６
１
９
人
（
約
８７
％
）
か
ら

米
国
の
安
全
基
準
を
超
え
る

濃
度
が
検
出
さ
れ
た
。
１２
歳

以
下
の
子
ど
も
に
も
高
濃
度

が
確
認
さ
れ
、
現
在
健
康
調

査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
汚
染
は
、
も
は
や
一
部

地
域
の
問
題
で
は
な
い
。

　

政
府
は
２
０
２
４
年
末
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
を
水

道
法
の
水
質
基
準
に
追
加

し
、
２６
年
か
ら
水
道
事
業
者

に
検
査
と
対
策
を
義
務
付
け

る
方
針
を
示
し
た
が
、
基
準

値
は
１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
合

計
５０
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
、
米
国

環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が

示
す
各
々
で
４
ナ
ノ
グ
ラ
ム

に
比
べ
て
極
め
て
緩
い
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
流
出
源
を
特

定
し
規
制
す
べ
き
だ
が
、
日

米
地
位
協
定
に
阻
ま
れ
て
確

認
困
難
な
例
が
多
く
、
企
業

の
処
理
実
態
も
不
透
明
で
あ

る
。
よ
り
厳
格
な
規
制
と
透

明
性
の
あ
る
監
視
体
制
が
必

要
で
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題

は
現
代
社
会
の
構
造
的
な
環

境
公
害
と
い
え
る
。

　

我
々
医
療
者
に
は
、
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
問
題
を
学
び
、
被
害
が

想
定
さ
れ
る
地
域
で
血
液
検

査
や
相
談
外
来
を
通
じ
て
住

民
の
不
安
に
応
え
、
健
康
被

害
を
防
ぐ
施
策
を
行
政
に
求

め
る
力
が
あ
る
。
未
来
の
公

害
を
防
ぐ
た
め
、
社
会
に
働

き
か
け
る
医
療
者
と
し
て
力

を
発
揮
し
よ
う
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
健
康
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
応
を

左
か
ら
弁
護
士
・
伊
藤
真
氏
、兵
庫
協
会
・
西
山
裕
康
理
事
長
、神
奈
川
協
会
・
二
村
哲
副
理
事
長
、

大
阪
歯
科
協
会
・
矢
部
あ
づ
さ
副
理
事
長
、
千
葉
協
会
・
宇
佐
美
宏
副
会
長
、
司
会
・
寺
谷
一
紀
氏

「ゼロの会」オンラインイベント

兵庫に5協会が集結

歯科に「ゼロ」を　医療費増＝悪ではない歯科に「ゼロ」を　医療費増＝悪ではない

　

応
援
に
駆
け
つ
け
た
保
団

連
・
竹
田
智
雄
会
長
は
冒
頭
、

高
額
療
養
費
制
度
の
上
限
額

〝
見
直
し
〟
問
題
を
引
き
、

「
窓
口
負
担
が
ゼ
ロ
で
あ
れ
ば

そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
問
題
は

起
き
な
い
」
と
し
、
「
お
金
の

心
配
な
く
医
療
に
か
か
れ
る
社

会
の
実
現
を
求
め
て
頑
張
ろ

う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

基
調
講
演
は
、
司
法
試
験
予

備
校
「
伊
藤
塾
」
塾
長
で
メ
デ

ィ
ア
に
も
出
演
多
数
の
伊
藤
真

弁
護
士
が
、
「
人
権
保
障
か
ら

考
え
る
『
医
療
費
窓
口
負
担
ゼ

ロ
』
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
冒
頭
、

「
医
療
費
窓
口
負
担
ゼ
ロ
は
、

憲
法
に
よ
る
人
権
保
障
の
要
請

で
あ
る
」
と
呼
び
か
け
た
。
国

民
が
政
治
、
憲
法
、
人
権
に
無

関
心
で
い
る
う
ち
に
防
衛
費
増

額
路
線
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

し
、
「
軍
事
増
強
は
社
会
保
障

の
削
減
と
表
裏
一
体
。
人
の
命

を
守
る
医
療
・
社
会
保
障
よ
り

も
優
先
す
る
姿
勢
は
許
さ
れ
な

い
」
と
し
た
。
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
（
権

利
）
は
も
と
も
と
日
本
語
に
な

い
言
葉
で
あ
り
、
主
張
し
な
け

れ
ば
消
え
て
し
ま
う
と
説
明
。

日
本
国
憲
法
前
文
を
紹
介
し
、

「
平
和
憲
法
は
と
か
く
理
想
論

だ
と
い
わ
れ
る
が
、
法
は
理
想

で
あ
る
べ
き
で
、
現
実
を
理
想

に
近
づ
け
る
プ
ロ
セ
ス
が
重

要
。
『
現
実
に
合
わ
せ
ろ
』
と

い
う
言
説
は
ナ
ン
セ
ン
ス
」
と

切
り
捨
て
た
。

〝

受
益
者
負
担
〟
か
ら

の
脱
却
を

　

受
療
権
は
、
憲
法
２５
条
１
項

（
生
存
権
）
、
１３
条
（
幸
福
追
求

権
）
、２１
条
１
項（
表
現
の
自
由
）

な
ど
複
数
の
人
権
で
支
え
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
根
幹
に
は

１３
条
前
段
（
個
人
の
尊
重
）
が

あ
る
と
言
及
。
「
病
気
は
自
分

の
意
思
で
な
る
も
の
で
は
な

く
、〝
受
益
者
負
担
〟
の
発
想

を
取
り
込
め
ば
憲
法
２５
条
の
本

質
を
壊
し
て
し
ま
う
」
と
し
た
。

患
者
負
担
の
憲
法
上
の
合
理
性

に
つ
い
て
は
、
「
濫
用
防
止
目

的
の
た
め
の
手
段
と
し
て
相
当

性
は
な
い
。
憲
法
上
の
要
請

（
１３
条
※
個
人
の
尊
重

、
１４
条
※
法

の
下
の
平
等

、
２５
条
※
生
存
権

）
を

覆
す
だ
け
の
理
由
と
い
え
な

い
」
と
説
明
し
た
。

　

憲
法
は
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
り
、
実
現
に
向
け
声
を

上
げ
続
け
る
こ
と
が
重
要
と
再

度
強
調
し
、「Festina Lente

（
ゆ
っ
く
り
い
そ
げ
）
―
焦
ら

ず
、
慌
て
ず
、
諦
め
ず
、
一
歩

一
歩
。
主
張
し
続
け
る
こ
と
で

『
ゼ
ロ
』
は
き
っ
と
実
現
で
き

る
」
と
呼
び
か
け
た
。

伊藤真弁護士

竹田智雄会長

窓
口
負
担
ゼ
ロ
ゼ
ロ
は
憲
法
の
要
請

アーカイブ動画は
こちらから

　

既
報
の
通
り
、
６
月
８
日
に
５
回
目
の
開
催
と

な
る
医
療
費
の
窓
口
負
担
「
ゼ
ロ
の
会
」
の
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
、
兵
庫
県
保
険
医
協
会
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
神
奈
川
協
会
か
ら
田

辺
理
事
長
、
二
村
副
理
事
長
が
参
加
し
た
ほ
か
、

兵
庫
、大
阪
、大
阪
歯
科
、千
葉
か
ら
参
加
が
あ
り
、

定
員
４０
名
の
会
場
は
満
席
と
な
っ
た
。

　講演後のパネルディスカッションでは、窓口負担は“受益者負担”でなく、マイナスから通常の状態に回

復するための“受難者負担”であることや、歯科は特に経済的理由による治療控えが多いこと、選定療養費

制度の濫用の動きから、単に今の保険診療での負担をなくすだけでなく保険診療の範囲を広げていくことが

必要であること、「医療費が増える＝悪いこと」という考えそのものを見直す必要性―等が共有された。

【ビデオメッセージ出演】　東京歯科協会／千葉協会／大阪・大阪歯科協会／岐阜協会／鹿児島協会／沖縄協会

社
会
保
障
と
軍
事
は
表
裏
一
体

7月末までご当地
グルメプレゼント

応募受付中！

開催前のウェイティン開催前のウェイティン
グ映像では、保団連・グ映像では、保団連・
キャラクター「ドコでキャラクター「ドコで
もん」とゼロの会・キもん」とゼロの会・キ
ャラクター「ゼロくん」ャラクター「ゼロくん」
のコンビによる漫才動のコンビによる漫才動
画が放映された。画が放映された。

　神奈川からは田辺理事長が、 医療保険の 『現物給付』 原則に

立ち返ろうと2007年に 「ゼロの会」 を立ち上げた経緯や、 国

民負担率上昇の一方で実質賃金が減少し、 国民生活が厳しさを

増していることに言及。 財源がないからと 「ゼロ」 に後ろ向きな

声もあるが、 税収は増えていること等をグラフで示し、 「政策次

第で実現は可能」 と訴えた。

報告①「�なぜ今『窓口負担ゼロ』なのか？」報告①「�なぜ今『窓口負担ゼロ』なのか？」
神奈川・田辺由紀夫理事長神奈川・田辺由紀夫理事長

　足立副理事長は、 口腔の健康と全身の健康、 格差との関連に

ついて、 グラフを用いて分かり易く解説。 低所得層では予防歯

科の受診率が低いことに触れ、窓口負担ゼロの必要性を訴えた。

報告②�「口から見える格差」　� 兵庫・足立了平副理事長報告②�「口から見える格差」　� 兵庫・足立了平副理事長

　武田副会長は前回のイベントで紹介した多古町のその後を取

材。 子どもの医療費ゼロが出生率の向上にも寄与していると

いうデータを示し、「本来は国が主導で実現すべき」 と訴えた。

報告③�「子ども医療費Zeroで子育てを応援報告③�「子ども医療費Zeroで子育てを応援
～3つのZeroを掲げる多古町の今を追う～～3つのZeroを掲げる多古町の今を追う～」」

千葉・武田浩一副会長千葉・武田浩一副会長

　矢部副理事長は国民健康保険の保険料負担の重さと窓口負

担の“二重の負担”を紹介。 年収２００万円 ・ ４人家族が年間

４ 5万円もの保険料負担を強いられている実態を紹介した。

報告④�「受診を阻害する2つの壁」報告④�「受診を阻害する2つの壁」
大阪歯科・矢部あづさ副理事長大阪歯科・矢部あづさ副理事長
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Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
は
６
月
１９
日
、「
性

の
健
康
を
守
る
フ
ェ
ム
シ
ッ
プ

ド
ク
タ
ー
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
第
４１
回
研
究
会
を
開
催
。

講
師
は
藤
沢
女
性
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
も
ん
ま
・
院
長
の
門
間
美
佳

氏
が
務
め
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・
会
場
を

合
わ
せ
２８
名
が
参
加
。
自
身
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
開
催
す
る
等
、
フ
ェ
ム

シ
ッ
プ
ド
ク
タ
ー
※

と
し
て
精

力
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
門

間
氏
は
、
本
研
究
会
で〝
フ
ェ
ム

シ
ッ
プ
ド
ク
タ
ー
と
は
何
か
〟、

〝
性
教
育
と
は
何
か
〟
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
た
。

　

前
半
で
は
性
と
生
殖
の
健
康

と
権
利
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ

：Sexual 

and R
eproductive H

ealth 

and R
ights

）
に
つ
い
て
解
説
。

初
め
に
、
日
本
で
は
避
妊
や
中

絶
、
新
生
児
遺
棄
も
「
自
己
責

任
」
と
矮
小
化
さ
れ
て
し
ま
う

一
方
で
、
北
欧
や
カ
ナ
ダ
な
ど

の
海
外
で
は
全
て
の
避
妊
・
緊

急
避
妊
が
安
価
も
し
く
は
無
料

で
提
供
さ
れ
て
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
が
守

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
日

本
は
性
の
観
点
で
は
海
外
に
遅

れ
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
。
氏
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
守
る

上
で
必
要
な
こ
と
を
①
包
括
的

性
教
育
、
②
若
者
対
象
の
相
談
・

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
ユ
ー
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
）
、
③
性
の
健
康
を

守
る
た
め
の
医
療
へ
の
ア
ク
セ

ス
改
善
―
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

現
状
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
言

及
し
た
。
特
に
包
括
的
性
教
育

に
つ
い
て
は
、
日
本
で
も
学
校

教
育
へ
取
り
入
れ
る
よ
う
２
０

２
４
年
に
ル
ー
ル
化
さ
れ
た

が
、
そ
れ
自
体
が
周
知
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
問
題
視
。
包
括

的
性
教
育
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
よ

う
な
効
果
が
あ
り
、
誰
も
が
性

教
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
が
必

要
で
あ
る
と
語
っ
た
。

関
係
性
の
健
全
さ
を
知
る 

〝
恋
バ
ナ
〟
が
ヒ
ン
ト
に

　

後
半
は
自
身
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

講師の門間氏

で
開
催
し
て
い
る
ユ
ー
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
紹
介
。
性
の
失
敗
は

自
己
責
任
で
は
な
い
、
誰
か
に

助
け
を
求
め
て
い
い
と
い
う
こ

と
を
伝
え
て
い
る
と
し
、
若
者

が
当
た
り
前
に
享
受
で
き
る
は

ず
の
性
の
健
康
を
守
る
場
で
あ

る
と
説
明
し
た
。

　

ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
若
年

女
性
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
（
相
談
窓
口
）
で
、

婦
人
科
医
（
自
身
）
と
近
隣
の

小
児
科
医
、
看
護
師
、
思
春
期

保
健
相
談
士
、
臨
床
心
理
士
な

ど
専
門
職
の
他
、
ネ
イ
リ
ス
ト

（
爪
心
理
士
）や
ヘ
ア
メ
イ
ク
、

大
学
生
の
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

等
を
配
置
。
利
用
者
が
よ
り
話

し
や
す
い
立
場
や
人
を
選
べ
る

よ
う
選
択
肢
を
複
数
用
意
し
て

い
る
。
特
に
大
学
生
は
利
用
者

で
あ
る
中
高
生
と
年
齢
も
近
い

の
で
、
気
楽
に
「
恋
バ
ナ
」
を

す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
と
の

こ
と
。
身
近
に
思
え
る
「
恋
バ

ナ
」
に
は
実
は
大
切
な
要
素
が

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
今
恋
人

関
係
に
あ
る
人
と
の
関
係
や
立

場
が
対
等
か
、
ヘ
ル
シ
ー
な
関

係
で
あ
る
か
を
見
極
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ム
シ
ッ
プ
ド
ク

タ
ー
は
性
の
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
女
性
の
健
康
全
て
を
担
っ

て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
婦
人
科

の
医
師
以
外
に
も
内
科
や
歯
科

医
師
な
ど
の
参
加
を
促
し
た
。

※ 

フ
ェ
ム
シ
ッ
プ
（Fem

ship

）

ド
ク
タ
ー

フ
ェ
ミ
ニ
ン
（Fem

inine

：

女

性

の

）
＋

シ

ッ

プ

（Ship

：

船

／-ship

：

身

分
や
状
態
を
表
す
接
尾
語
）

の
造
語

… 

日
本
女
性
財
団
の
趣
旨
に
共

感
し
、
女
性
支
援
を
行
う
こ

と
に
賛
同
し
た
医
師
・
医
療

従
事
者
の
総
称
。
女
性
が
健

第
２
１
７
回

通
常
国
会
で
の
紹
介
議
員

引
き
受
け
議
員
一
覧

・
山
崎
誠
（
衆
・
立
憲
）

・
阿
部
知
子
（
衆
・
立
憲
）

・
篠
原
豪
（
衆
・
立
憲
）

・
大
塚
小
百
合（
衆
・
立
憲
）

・
福
島
瑞
穂
（
参
・
社
民
）

 

（
敬
称
略
）

「
性
と
生
殖
の

健
康
と
権
利
」
を
守
る

第
４１
回
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究
会

受
診
に
つ
な
げ
る
工
夫　

参
考
に

受
診
に
つ
な
げ
る
工
夫　

参
考
に

横
浜
市
金
沢
区
　
泉
福　

明
子

参加記

　

６
月
１９
日
、
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
研
究

会
「
性
の
健
康
を
守
る
フ
ェ
ム

シ
ッ
プ
ド
ク
タ
ー
に
つ
い
て
」

に
参
加
し
た
。
同
じ
産
婦
人
科

医
と
し
て
、
以
前
か
ら
門
間
先

生
の
活
動
は
知
っ
て
い
た
が
実

際
に
お
話
を
伺
う
の
は
初
め
て

だ
っ
た
。

　

前
半
は
、
女
性
の
性
と
生
殖

の
健
康
と
権
利
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）

に
つ
い
て
。
日
本
は
国
連
女
性

自
分
の
体
、
月
経
、
性
に
つ
い

て
正
確
な
知
識
を
得
ら
れ
る
ス

ペ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い
る
。
ハ

イ
リ
ス
ク
パ
ー
ソ
ン
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
と
て
も
意
義
の
あ
る
試

み
だ
と
思
う
。

　

最
後
に
、
私
も
若
年
女
性（
特

に
中
・
高
生
）
の
受
診
に
つ
な

が
る
工
夫
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
い
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
明

日
か
ら
の
診
療
に
役
立
て
た
い

と
思
っ
た
。

＊ K
A

N
A

H
O

I T
V

で
近
日
中

に
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
予
定

差
別
撤
廃
委
員
会
（
Ｃ
Ｅ
Ｄ
Ａ

Ｗ
）
か
ら
様
々
な
勧
告
を
受
け

て
い
る
（
包
括
的
性
教
育
、
緊

急
避
妊
薬
、
避
妊
法
へ
の
ア
ク

セ
ス
、
中
絶
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

そ
の
他
等
）。
そ
れ
ぞ
れ
具
体

例
を
挙
げ
て
示
さ
れ
た
。

　

後
半
は
、
先
生
が
活
動
さ
れ

て
い
る
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

つ
い
て
。
小
学
生
～
２４
歳
ま
で

を
対
象
に
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
、

医
院
経
営
の
窮
状
救
え

長友議員 阿部議員

太議員福島議員

笠議員 佐々木議員

歯
科
問
題
に
関
心

長
友
克
洋
議
員

　

初
懇
談
と
な
る
長
友
議
員

（
衆
・
立
憲
）
は
、
技
工
士
の
厳

し
い
労
働
環
境
や
保
険
導
入
さ

れ
な
い
材
料
・
技
術
が
多
く
残

さ
れ
て
い
る
現
状
等
、
歯
科
問

題
に
高
い
関
心
を
示
し
た
。「
保

険
導
入
し
て
ほ
し
い
も
の
を
具

体
的
に
知
り
た
い
」
と
の
質
問

に
協
会
か
ら
、
ジ
ル
コ
ニ
ア
の

５
０
万
円
の
減
額
と
な
る
と
、

職
員
の
賃
上
げ
や
新
規
医
療
機

器
の
購
入
が
困
難
に
な
る
こ
と

を
説
明
。
地
域
の
内
科
診
療
所

は
認
知
症
患
者
の
受
け
皿
に
も

な
っ
て
い
る
こ
と
、
診
療
所
の

閉
院
が
増
え
れ
ば
無
医
地
域
が

発
生
し
地
域
医
療
が
立
ち
行
か

な
く
な
る
こ
と
も
訴
え
た
。

　

笠
議
員
は
診
療
所
が
直
面
す

る
厳
し
い
状
況
に
対
し
、
「
党

派
も
超
え
て
抜
本
的
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

与
野
党
関
係
な
く
同
じ
問
題
意

被
せ
も
の
や
金
属
床
部
分
義
歯

は
会
員
の
要
望
が
高
い
と
回
答

し
た
。
「
経
営
に
関
す
る
会
員

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
示
さ
れ
た
内

科
無
床
診
療
所
の
事
業
所
得

（
２
０
２
４
年
度
平
均

：

１
千

５
２
３
・
７
万
円
）
に
対
し
て

は
、「
先
生
方
は
こ
れ
で
や
っ
て

い
け
る
の
か
」
と
驚
き
の
声
が
。

こ
の
ほ
か
、
保
険
証
廃
止
に
伴

う
こ
の
間
の
政
府
の
後
手
の
対

応
は
愚
策
で
あ
る
と
批
判
し
た
。

医
療
情
報
は
国
民
の

も
の 

小
児
科
特
有
の

経
営
の
窮
状
も

阿
部
知
子
議
員

　

阿
部
議
員
（
衆
・
立
憲
）
は
自

身
が
小
児
科
を
開
業
す
る
立
場

か
ら
、
感
染
症
の
流
行
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
や
、
人
件
費
率
が

高
く
賃
金
上
昇
の
影
響
を
受
け

や
す
い
こ
と
な
ど
、
小
児
科
特

有
の
経
営
の
厳
し
さ
を
吐
露
。

経
営
ア
ン
ケ
ー
ト
は
調
査
規
模

を
拡
大
す
べ
き
と
し
た
。
マ
イ

ナ
保
険
証
問
題
で
は
、
「
世
田

谷
区
・
渋
谷
区
の
資
格
確
認
書

全
員
交
付
は
、
国
へ
の
反
乱
」

と
喝
破
。
「
医
療
情
報
は
国
民

の
も
の
。
患
者
の
情
報
が
見
え

て
し
ま
う
の
が
嫌
だ
と
い
う
医

療
機
関
の
声
も
あ
る
」
と
国
民

が
認
識
し
な
い
ま
ま
情
報
が
ど

ん
ど
ん
吸
い
上
げ
ら
れ
て
い
く

危
険
性
を
指
摘
し
た
。

与
野
党
超
え
た
取
り

組
み
を

笠
浩
史
議
員

　

笠
議
員
（
衆
・
立
憲
）
に
は
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
終
集
計
結

果
の
ほ
か
、
公
的
な
調
査
で
も

医
院
収
入
が
減
額
と
な
っ
て
い

る
こ
と
も
示
し
た
。
小
柳
評
議

員
か
ら
、
事
業
所
得
が
年
間
５

識
を
持
っ
て
い
る
は
ず
」
と
し

た
。
ま
た
立
憲
が
提
出
し
た
「
保

険
証
復
活
法
案
」
に
つ
い
て
は
、

次
回
臨
時
国
会
で
の
成
立
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
た
。

自
己
責
任
社
会
を
問

題
視 

県
西
部
の
医
療

ア
ク
セ
ス
に
も
言
及

佐
々
木
奈
保
美
議
員

　

佐
々
木
議
員
（
衆
・
立
憲
）
と

の
懇
談
で
は
小
柳
評
議
員
か

ら
、
２４
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

の
影
響
が
大
き
く
、
糖
尿
病
を

中
心
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
医

療
機
関
の
中
に
は
１
千
２
０
０

万
円
の
減
収
と
な
っ
た
例
も
あ

る
と
紹
介
し
た
。
ま
た
他
業
種

と
異
な
り
公
定
価
格
の
た
め
賃

上
げ
が
難
し
く
、
医
療
業
界
か

ら
ほ
か
の
産
業
へ
の
人
材
流
出

が
起
こ
り
、
結
果
的
に
人
手
不

足
と
な
る
悪
循
環
に
関
し
て
も

懸
念
が
示
さ
れ
た
。
経
営
悪
化

と
人
手
不
足
に
よ
り
閉
院
が
増

加
す
れ
ば
、
患
者
が
医
療
を
受

け
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と

二
村
副
理
事
長
よ
り
伝
え
た
と

こ
ろ
、
佐
々
木
議
員
か
ら
自
身

の
選
出
区
・
県
西
地
域
の
医
療

提
供
体
制
に
つ
い
て
危
機
感
が

示
さ
れ
た
。
医
療
機
関
だ
け
で

な
く
通
院
に
必
要
な
公
共
交
通

機
関
も
減
便
し
て
お
り
、
高
齢

者
の
通
院
が
難
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
高
齢
者

を
攻
撃
し
若
者
の
支
持
を
得
る

誘
導
的
な
政
策
に
つ
い
て
、
長

期
的
な
ス
パ
ン
で
将
来
を
考
え

ら
れ
な
い
社
会
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
と
し
て
、
自
己
責
任

社
会
へ
の
問
題
意
識
を
明
ら
か

に
し
た
。

人
材
流
出
に
定
員
割

れ
も 

医
療
業
界
の

現
状
を
懸
念

福
島
瑞
穂
議
員

　

福
島
議
員
（
参
・
社
民
）
と

の
懇
談
で
は
、
２４
年
度
の
診
療

報
酬
改
定
と
物
価
高
騰
の
影
響

が
大
き
く
経
営
状
況
は
非
常
に

厳
し
い
と
し
て
、
二
村
副
理
事

長
が
「
医
療
機
関
ご
と
の
努
力

で
な
ん
と
か
な
る
問
題
で
は
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
訴
え

た
。
ま
た
他
業
種
へ
の
人
材
流

出
の
問
題
や
、
看
護
学
校
で
定

員
割
れ
が
起
き
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
も
併
せ
て
説
明
し
、
福

　

６
月
５
日
、
協
会
は
国
会
行
動
を
実
施
。
二
村
副
理
事
長
、
藤
田
理
事
、
小

柳
評
議
員
（
役
職
は
当
時
の
も
の
）
が
参
加
し
、
５
名
の
議
員
と
懇
談
、
１
名

に
要
請
書
を
手
交
し
た
。
直
前
に
発
表
さ
れ
た
財
政
審
の
「
春
の
建
議
」
に
加

え
、
税
対
経
営
部
が
こ
の
間
実
施
し
た
「
経
営
に
関
す
る
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
最
終
集
計
、
さ
ら
に
同
日
開
催
さ
れ
た
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」

署
名
提
出
集
会
を
踏
ま
え
た
要
請
を
行
っ
た
。

6.5国会行動

島
議
員
か
ら
は
医
療
業
界
の
現

状
に
理
解
が
示
さ
れ
た
。

署
名
の
第
２
次
締
切
は

９
月
３０
日

　

こ
の
ほ
か
太
栄
志
議
員
（
衆
・

立
憲
）
と
要
請
書
を
手
交
し
た
。

ま
た
こ
の
日
、
「
保
険
証
使
い

続
け
た
い
！
」
署
名
の
紹
介
議

員
と
し
て
４
名
の
議
員
に
合
計

１
千
３
２
２
筆
（
旧
署
名
を
含

む
）
を
提
出
し
た
。

　

「
保
険
証
使
い
続
け
た
い
！
」

署
名
は
秋
の
臨
時
国
会
に
も
提

出
を
予
定
し
て
い
る
。
国
会
の

会
期
ご
と
の
提
出
と
な
る
た

め
、
再
度
の
署
名
が
可
能
だ
。

臨
時
国
会
で
の
提
出
に
向
け
た

締
め
切
り
は
９
月
３０
日
と
な

る
。
ぜ
ひ
引
き
続
き
待
合
室
で

の
取
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

　

今
回
の
要
請
項
目
は
次
の
通

り
。
①
速
や
か
な
診
療
報
酬
改

定
、
ま
た
は
次
年
度
改
定
に
お

い
て
基
本
診
療
料
等
の
大
幅
引

き
上
げ
を
行
う
こ
と
、
②
従
来

の
健
康
保
険
証
の
復
活
（
新
規

発
行
を
再
開
）
、
③
国
民
皆
保

険
の
瓦
解
に
繋
が
る
選
定
療
養

の
濫
用
阻
止
、
④
歯
科
医
療
充

実
の
た
め
の
予
算
増
額
と
保
険

適
用
範
囲
の
拡
大
―
の
４
点
。

康
で
生
き
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フェムシップ
ドクターとは

（日本女性財団）

「新聞投稿」「新聞投稿」
募集中!募集中!
会員からの投稿を会員からの投稿を
随時募集しています!随時募集しています!
文字数は800字程度。文字数は800字程度。
ご不明点は新聞部まで。ご不明点は新聞部まで。
TEL：045‐313‐2111TEL：045‐313‐2111
FAX：045‐313‐2113FAX：045‐313‐2113
メールアドレスメールアドレス
:kanahoi‐shinbun:kanahoi‐shinbun
@hoken‐i.co.jp@hoken‐i.co.jp

※�内容によっては加筆・修※�内容によっては加筆・修
正をお願いすることがご正をお願いすることがご
ざいますことをご了承くざいますことをご了承く
ださい。ださい。
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骨太方針2025の
「変化」と「課題」

◆�「目安対応」の変化と方向転換

　物価増分加算
　6月13日夕方､「経済財政運営と改革の

基 本 方 針2025（ い わ ゆ る｢骨 太 方 針

2025｣）」が閣議決定された｡表題は｢～『今

日より明日はよくなる』と実感できる社

会へ～｣｡4章立て51頁にわたる｡焦眉の社

会保障関係費を｢高齢化による増加分に

相当する伸びに抑える｣としてきた､2016

年度以降の財政フレーム､｢目安｣対応を

大きく転換した｡記載は次のとおり｡

　｢予算編成においては､2027年度まで

の間､骨太方針2024で示された歳出改革

努力を継続しつつ､日本経済が新たなス

テージに移行しつつあることが明確に

なる中で､経済･物価動向等を踏まえ､各

年度の予算編成において適切に反映す

る｡とりわけ社会保障関係費については､

医療･介護等の現場の厳しい現状や税収

等を含めた財政の状況を踏まえ､これま

での改革を通じた保険料負担の抑制努

力も継続しつつ､2025年春季労使交渉に

おける力強い賃上げの実現や昨今の物

価上昇による影響等について､経営の安

定や現場で働く幅広い職種の方々の賃

上げに確実につながるよう､的確な対応

を行う｣､とした｡

　その上で､｢具体的には､高齢化による

増加分に相当する伸びにこうした経済･

物価動向等を踏まえた対応に相当する

増加分を加算する｣と明確にした｡

　また､｢社会保障関係費の伸びの要因

として高齢化と高度化等が存在する｣と､

自然増の要因として｢高度化｣分を初め

て明記した｡

◆社会保障制度の「強靭化」が初めて冠に
　更には、先述の転換方針を記した「第

3章 中長期的に持続可能な経済社会の実

現｣の｢1.『経済･財政新生計画』の推進｣

に続く､｢2.主要分野ごとの重要課題と取

組方針｣での筆頭｢（1）全世代型社会保障

の構築」の冒頭で次のとおり示した。

　「本格的な少子高齢化・人口減少が進

む中、技術革新を促進し、中長期的な

社会の構造変化に耐え得る強靱で持続

可能な社会保障制度を確立する。この

ため、「経済・財政新生計画」に基づき、

持続可能な社会保障制度を構築するた

めの改革を継続し、国民皆保険・皆年

金を将来にわたって維持し、次世代に

継承することが必要である」。

　従来と異なり、「強靭」の文言が初め

て社会保障制度の冠についた。

　直前の当協会の政策部長談話「皆保

険制度の医療に背を向ける財政審『建

議』に反対する」（2025.06.05）で、「（建

議が）目標の第一に掲げた『活力ある経

済社会の実現』により、医療を支える

保険料の増加を期すべきである。その

ためにも、社会保険の医療制度の基盤を

弱体化させず強靭化するのが本道であ

る。」に対応したような記載となっている。

◆「公定価格引き上げ」「経営安定分」が

　明示追加
　大きな変化は、医療等の「公定価格」

の引き上げを初めて明記した点である。

従前、「公定価格」の文言はなく、「引

上げ」の記載もない。今回の記載は次

のとおり。

　「医療・介護・障害福祉等の公定価格

の分野の賃上げ、経営の安定、離職防止、

人材確保がしっかり図られるよう、コ

ストカット型からの転換を明確に図る

必要がある。このため、これまでの歳

出改革を通じた保険料負担の抑制努力

も継続しつつ、次期報酬改定を始めと

した必要な対応策において、2025年春

季労使交渉における力強い賃上げ*の実

現や昨今の物価上昇による影響等につ

いて、経営の安定や現場で働く幅広い

職種の方々の賃上げに確実につながる

よう、的確な対応を行う」。

　基調が従前と全く違うことは明らかだ。

　「公的価格の引き上げ」、「コストカッ

ト型からの転換」は明らかな方針転換

である。「4.物価上昇に合わせた公的制

度の点検・見直し」の項でも「公定価

格（医療・介護・保育・福祉等）の引

上げ」と記し確約している。

　注目は「経営の安定」の文言の追加。

岸田内閣では肝煎りの「賃上げ」が旗

振りされ、24年度診療報酬改定では改

定財源の殆どが賃上げ分に投入され、

経営改善分は確保されなかった。これ

に関しても「確実」、「的確」な対応を

行うとされ大きく前進した。

　「力強い賃上げ*」は、「平均賃上げ率

は5.26％（うちベースアップ分のみで

3.71％）、組合員数300人未満の組合の平

均賃上げ率は4.70％（うちベースアップ

分のみで3.51％）」と脚注で記され、松本・

日医会長は改定の際に念頭に置かれる

と期待を述べている。

◆�OTC類似薬保険外し

　11万床削減は明記回避
　「OTC類似薬の保険給付の在り方の見

直し」は、「必要な受診を確保し、こど

もや慢性疾患を抱えている方、低所得

の方の患者負担などに配慮しつつ、個

別品目に関する対応について適正使用

の取組の検討や、セルフメディケーシ

ョン推進の観点からの更なる医薬品・

検査薬のスイッチOTC化に向けた実効

的な方策の検討を含む」とし個別品目

主義での検討だと制約をつけた。

　「病床削減」は、「地域の実情を踏ま

えた調査を行った上で、2年後の新たな

地域医療構想に向けて」とし、維新の

いう「11万床」の削減目標は記載を避

けている。

◆医療費総枠拡大の「規模」が今後の課題
　この方向転換により、今後は医療費

総枠拡大の「規模」の確保が課題となる。

　ただし、一筋縄ではいかないことに

留意が必要だ。

　骨太方針2025は「24年度改定での処

遇改善・経営状況等の実態を把握・検

証し年末までに結論」とある。今年2月

の「医療施設等経営強化緊急支援事業」

による「生産性向上･職場環境整備等支

援事業｣での診療所への18万円の給付金

は、ベースアップ評価料の届出が前提

であった。ベースアップ評価料の改定

財源は全ての医療機関が算定できる金

額が計上されており、この算定状況と

経営状況は検証・判断指標となりうる

と思われる。

　また、先に触れた「強靭」な社会保

障制度の確立は、「経済・財政新生計画」

が下敷きであり、医療の患者負担3割化

や医療費適正化計画の促進が盛られて

いる。骨太方針2025と同日閣議決定さ

れた、「新しい資本主義のグランドデザ

イン及び実行計画2025年改訂版」では、

ヘルスケア産業を現在の30兆円から、

2050年に80兆円規模に成長させ、100兆

円のマーケットとすると説く。現在の

公的保険の約45兆円もマーケット創出

の対象としており、その観点から、医

療等の公定価格の引き上げを盛り込ん

でいる。よって、骨太方針2025の強靭

化は懐疑的であり、いわば医療界への

対抗、挑戦的表現でもある。

　この10年間、「高齢化分」のみを社会保

障関係費の伸びとして政府は認めてき

たが、診療報酬改定での薬価のマイナ

ス改定分等で、事実上、この伸びすら掘

り崩してきた。今回の方針転換は福音で

はあるが、楽観、予断、糠喜びは「禁物」で

ある。年末に向け、根拠を提示した医療

改善の運動が重要となっている。 （終）

解説レポート
No.3

＊適宜、話題の問題に関し解説するのでご覧戴きたい。

　川崎支部は5月26日、川

崎市医師会館にて第55回

川崎支部総会を開催。議事

には5名、記念講演には9名

が出席した。議事では、①2024年度活

動報告（案）、②25年度活動方針（案）、

③支部役員選出—について提案がな

され、いずれも異議なく承認された。

　記念講演は「やさしく学ぶ、ここ

ろの漢方」をテーマに、かえるメンタルクリニックの

院長・陶山亨氏が講演。豊富な症例を交えながら、精

神科治療における漢方薬の役割と有用性について強調

した。向精神薬として一般的に処方されるベンゾジア

ゼピン系製剤は全ての患者に対して有用に働くもので

はなく、依存症に陥る患者もいると説明。個々の患者・

症状に合った治療の選択肢の一つとして、漢方の処方

について検討してほしいとした。

　県央支部は5月14日、海老名市文化会

館で第17回県央支部総会を開催し、6名

が出席。議事では、①2024年度活動報告

（案）、②25年度活動方針（案）、③支部役員選出—

について提案され、異議なく承認された。このうち

③については、2008年6月の県央支部創設以来17年

にわたり支部長を務め、また2007年の県央支部設立

準備会から尽力されてきた入澤支部長から、鴇田新

支部長に交代することがあわせて承認された。

　また、6月17日には記念講演をWEB開催。講師は馬車道法律事務所弁

護士の小賀坂徹氏が務め、「医療機関におけるカスタマーハラスメント

対応等について」をテーマに講演。当日は10名が参加した。

　この間、社会的に問題意識が高まるカスタマーハラスメント（以下「カ

スハラ」）について氏は冒頭、患者等の行為がカスハラに該当するかの

判断基準を提示。具体的には、①患者等の要求に妥当性があるか、②

要求実現のための手段・態様が社会通念上相当な範囲か―に照らして、

逸脱する場合はカスハラと判断すべきとした。また、小賀坂氏はカス

ハラ対応策として、①毅然とした対応、②録音など記録を残すこと、③必

要ならばためらうことなく警察・弁護士等へ相談すること―の3点を挙

げ、決して開業医がひとりで抱え込むのは避けるべきだと訴えた。

　鎌倉支部は5月30日、

第44回鎌倉支部総会を

大船学習センターにて

開催。議事に4名、記念講演に5

名が出席し、①2024年度報告（案）

と②25年度方針（案）、③支部役

員選出—が異議なく承認された。

　記念講演の「フレイル予防体操

～お家でできるリハビリ運動～」

は、介護老人保健施設スカイの理学療法士・酒井康友

氏が講演。前半は座学で、身体的フレイルだけでな

く心理的フレイル、社会的フレイルがある等の基礎

知識や、フレイルかを見分ける方法などを解説。予防

するためには目標を設定し、続けられる運動を毎日

継続することが大切だとした。後半はフレイルの予

防になる軽運動を実践。椅子に座りながら（座位）・

椅子の後ろに立って（立位）・寝たまま（臥位）でそ

れぞれ行える運動や、唱歌に合わせた運動等を紹介

し、参加者も体を動かした。氏は「楽しく運動して、

患者への指導にも役立ててほしい」と締めくくった。

第55回

川崎支部総会

陶山氏

小賀坂氏 酒井氏

各支部総会報告（2） 第17回

県央支部総会

第44回

鎌倉支部総会
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「生きた知識」とは「生きた知識」とは
横浜市金沢区　関口　武三郎

　共済部は5月28日に共済セミナ

ー「投資トラブルを防ぐための

注意点」を開催。講師は公益社

団法人 全国消費生活相談員協会

の萩原規子氏が務め、現地・WEB

合わせて16名が参加した。

　講演では萩原氏が実際に受け

た相談事例などを交えつつ、代表的な金融詐欺の手

法と万一の相談先（消費生活センター、金融庁 金融サ

ービス利用相談室、各業界団体の相談窓口等）が紹介

された。氏は、近年金融詐欺は多様化・組織化・国際化

してきており、被害額もけた違いになっていると説

明。さらにオンラインを通じてのやりとりが増えてい

るため、被害の回復は非常に難しく、巻き込まれない

ための予防が重要と話した。また、詐欺と気づかず優

良な投資だと思って知人に紹介したことで、自分が

加害者になってしまう危険性もあると注意を促した。

　本セミナーについては、11月30日までの期間限定

で、協会HPにて会員限定で公開している。

共済セミナー共済セミナー

投資トラブルは予防が重要投資トラブルは予防が重要

講師の萩原氏
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≪プロフィール≫ 
1980年日本歯科大学歯学部卒業。昭
和大学歯学部第3補綴学教室に4年勤
務。結婚退職。横浜市内の個人病院
非常勤勤務を経て1997年「いもと歯
科クリニック」を開業。現在神奈川
県保険医協会 女性医師・歯科医師の
会（JOY会）世話人。

星野　素子星野　素子先生先生

（横浜市港南区（横浜市港南区○○歯歯 ））
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ま
し
ょ
う
！
」
と
勇
気
づ
け
る
。

診
療
室
内
で
仕
事
の
会
話
を
再

現
し
て
も
ら
い
、
使
い
心
地
を

確
認
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ

る
。

JOY会・ボタニカルキャンドル手作り体験教室にて（前列右から二人目
が本人。2021.11.25）。歯学部を選んだ理由は高校の担任から「手に
職を付けろ」と言われたから。そして、若くして急逝した父の葬儀にて、
父が入れ歯を着けていないことに気付いた父の友人達が、入れ歯を口
の中に入れて三途の川を渡らせようとしていたから。ただ、死後硬直
で口は開かず、苦心していた父の友人達の後ろ姿が印象に残っている。

『学力喪失
—認知科学による回復への道筋』
著者：今井　むつみ

岩波新書、2024年9月、
1，276円（税込）

　

人
間
は
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か

ら
、
以
前
学
ん
だ
知
識
を
組
み

合
わ
せ
て
使
用
し
、
修
正
を
繰

り
返
し
、
次
第
に
自
分
の
知
識

と
し
て
習
得
し
て
ゆ
く
本
能
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
だ
、
座
る
こ
と
も
で
き
な

い
赤
ち
ゃ
ん
の
脚
を
ヒ
モ
で
モ

ビ
ー
ル
と
結
び
、
足
を
動
か
す

と
モ
ビ
ー
ル
が
動
く
よ
う
に
す

る
。
赤
ち
ゃ
ん
は
飽
き
も
せ
ず

そ
れ
を
続
け
る
が
、
や
が
て
、

せ
っ
か
く
会
得
し
た
遊
び
を
や

め
、
別
の
動
か
し
方
に
挑
戦
す

る
よ
う
に
な
る
。
当
然
、
モ
ビ

ー
ル
は
動
か
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、
う
ま
く
い
っ
た
方
法
を
壊

し
て
ま
で
違
う
や
り
方
を
試
み

る
の
は
Ａ
Ｉ
に
は
な
い
、
人
間

特
有
の
行
動
で
あ
る
と
い
う
。

乳
児
が
本
当
に
し
た
い
の
は

「
結
果
が
う
ま
く
で
き
る
方
法

を
見
つ
け
る
こ
と
」
で
は
な
く
、

「
な
ぜ
、
こ
う
す
る
と
う
ま
く

い
き
、
こ
う
す
る
と
う
ま
く
い

か
な
い
の
か
」
を
知
り
た
い
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
が
学
校

に
行
く
よ
う
に
な
り
、
先
生
か

ら
一
方
的
に
「
知
識
」
を
教
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
な
ぜ
本

来
の
学
ぶ
力
を
喪
失
す
る
生
徒

た
ち
が
生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

「
丁
寧
に
分
か
り
易
く
説
明

す
れ
ば
、
学
び
手
に
理
解
さ
れ
、

繰
り
返
せ
ば
定
着
す
る
」
と
、

学
校
教
育
の
目
的
が
知
識
を
増

や
す
こ
と
、
テ
ス
ト
で
高
い
得

点
を
取
る
こ
と
と
な
る
と
、
子

ど
も
達
に
は
幼
児
期
の
よ
う
に

自
分
か
ら
探
索
す
る
行
動
が
制

限
さ
れ
る
。
「
生
き
た
知
識
」

と
は
、
先
生
が
教
え
て
く
れ
た

こ
と
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る

こ
と
を
単
に
暗
記
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
自
分
で
解
釈
し
、
自

分
の
知
識
（
ス
キ
ー
マ
）
と
結

び
つ
け
た
と
き
初
め
て
生
ま
れ

る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
う
い
え
ば
孫
が
３
歳
の
こ

ろ
、「
因
み
に
ボ
ク
今
、
ウ
ル
ト

　

今
の
若
い
子
達
は
賢
く
て
、

ス
マ
ホ
で
何
で
も
調
べ
て
く
れ

る
。
が
ん
患
者
さ
ん
ら
は
自
身

の
病
気
や
薬
に
つ
い
て
た
く
さ

ん
調
べ
て
た
く
さ
ん
学
ぶ
。
す

ご
い
な
、
と
思
う
か
ら
こ
そ
押

し
付
け
な
い
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア

ン
に
と
っ
て
義
手
や
義
足
は
相

棒
。
義
歯
を
同
じ
よ
う
に
捉
え

て
く
れ
た
ら
ど
ん
な
嬉
し
い
か
。

技
工
所
へ
の
依
頼
は

余
裕
も
っ
て

　

歯
科
技
工
士
さ
ん
を
大
事
に

ラ
マ
ン
に
興
味
津
々
だ
よ
」
と

い
う
言
葉
を
発
し
て
び
っ
く
り

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。「
因
み

に
」
と
か
「
興
味
津
々
」
な
ど

と
い
う
難
し
い
言
葉
を
一
体
ど

こ
で
覚
え
た
の
か
不
思
議
で
な

ら
な
か
っ
た
。
因
み
に
事
実
、
彼

は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
博
士
だ
っ

た
。

　

著
者
の
今
井
氏
は
慶
應
義
塾

大
学
名
誉
教
授
で
認
知
科
学
の

専
門
で
も
あ
り
、『
学
び
と
は

何
か
― 

〈
探
究
人
〉 

に
な
る
た

め
に
』
、
『
こ
と
ば
と
思
考
』、

『
「
何
回
説
明
し
て
も
伝
わ
ら
な

い
」
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
？
』

な
ど
多
く
の
著
書
が
あ
る
。
ど

れ
も
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に

密
着
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
満
載

で
併
読
す
る
こ
と
を
お
薦
め
す

る
。

し
た
い
、
と
も
考
え
る
。
腕
の

良
い
技
工
士
さ
ん
の
働
き
ぶ
り

が
患
者
さ
ん
の
満
足
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
歯
科
技

工
士
は
専
門
性
が
高
い
国
家
資

格
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

長
時
間
労
働
の
一
方
で
収
入
は

低
い
。
請
負
で
立
場
が
弱
く
、

激
務
。
既
に
就
業
者
数
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。
大
切
に
し
な
け

れ
ば
、
い
な
く
な
っ
て
し
ま
う

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
当
院
で
は

無
理
な
注
文
を
し
な
い
。
一
般

的
に
は
１
週
間
と
す
る
納
期
も

２
週
間
と
し
て
い
る
。

　

た
だ
、
保
険
点
数
が
上
が
ら

な
け
れ
ば
技
工
料
も
上
が
ら
な

い
。
し
か
し
物
価
や
人
件
費
が

上
昇
す
る
今
な
お
、
診
療
報
酬

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
連
綿
と
続

い
て
い
る
。
点
数
設
定
を
根
本

的
に
見
直
し
て
、
歯
科
医
自
身

が
考
え
る
適
切
な
点
数
設
定
を

対
案
と
し
て
示
す
こ
と
も
一
案

だ
ろ
う
。

　

ち
な
み
に
協
会
入
会
の
き
っ

か
け
は
、
あ
る
先
生
か
ら
協
会

の
研
究
会
を
勧
め
ら
れ
た
か

ら
。
「
東
京
ま
で
学
び
に
行
く

の
は
大
変
だ
か
ら
、
絶
対
に
入

れ
よ
」、
「
す
ご
く
役
に
立
つ
ん

だ
ぞ
」
と
。
そ
し
て
研
究
会
へ

参
加
し
た
際
、
話
し
掛
け
て
く

れ
た
先
生
と
縁
が
生
ま
れ
、
あ

れ
よ
あ
れ
よ
と
協
会
の
女
性
医

師
・
歯
科
医
師
の
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｙ

会
）
世
話
人
に
。
今
も
そ
の
先

生
と
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通
し
て
義

歯
の
話
で
盛
り
上
が
り
、
会
食

を
楽
し
む
仲
だ
。

（ 

聞
き
手

：

新
聞
部
員
・
井
上
惠

美　

文
責

：

事
務
局
・
笹
井
）

　組織部では4月22日、「医療安全のために高めよ

う!『接遇力』セミナー」を実施。大正製薬株式会社・

医療情報担当者（MR）が講師を務め、WEBライブ配

信限定で188名以上が参加した。

　今回は初の試みとして参加費無料、オンライン

のみで定員を設けず実施した。大正製薬独自の接

遇スライドを用い、医療機関での接遇について基

本的な接遇動作や挨拶の他、具体的な例をあげ動

画の視聴も交えて学習した。患者が実際どういっ

た場面で不安を感じるのか、クレームになってし

まった場合の対応はどうするかなどの患者対応の

部分について、特に詳しく解説がなされた。

　参加者からは「接遇セミナーというと事務向け

の内容が多いが、今回は看護師・医師についても

触れられていたので良かった」、「動画もあり、今

から実践できる内容だった」、「オンラインでの実

施だと視聴したスタッフ同士が職場で感想を言い

合える」などの感想が寄せられた。

「接遇力」セミナー「接遇力」セミナー

良い接遇で良い接遇で
高まる医療安全高まる医療安全

活動報告活動報告quick reports
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8月7日(木)午後7時～

歯

科

臨

床

研

究

会

　

G
othic A

rch

描
記
装
置
は
、
１
９
０
１
年
ご
ろ
の

G

ギ
ー
ジ
ー

ysi

に
よ
る
研
究
に
端
を
発
し
、
現
在
で
も
臨
床
で
用
い

ら
れ
て
い
る
顎
機
能
検
査
の
一
つ
で
あ
る
。
簡
便
か
つ
経

済
的
に
口
腔
機
能
を
評
価
で
き
、
補
綴
装
置
製
作
に
不
可

欠
な
咬
合
器
へ
の
応
用
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
下
顎

位
や
咬
合
位
の
設
定
・
評
価
に
有
用
で
あ
る
。
近
年
の
高

性
能
な
顎
運
動
測
定
装
置
に
比
べ
、
操
作
性
や
費
用
面
で

優
れ
る
点
も
多
く
、
臨
床
に
お
い
て
は
そ
れ
に
匹
敵
す
る

価
値
を
持
ち
得
る
。
今
回
は
、
基
本
か
ら
デ
ジ
タ
ル
応
用

ま
で
を
臨
床
的
視
点
で
考
察
す
る
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「�

ゴ
シ
ッ
ク
ア
ー
チ
検
査

―G
othic�A

rch

描
記
か
ら

読
み
解
く
顎
機
能
と
咬
合

の
関
係
―
」

講
　
師
　
鶴
見
大
学
歯
学
部

　
　
　
　
ク
ラ
ウ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
補
綴
学
講
座

　
　
　
　
教
授 

小
川　

匠
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

　
①�

協
会
会
議
室

：�
定
員
５０
名

　
②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：�
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド�

�

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ�

�

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください

研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※��研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※�必ず事前にお申込みください。

※�新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※�協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

�

郵
便
口
座
名�

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号�

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

8月22日(金)午後7時～
「
院
内
感
染
対
策
」（
歯
科
初
診
料
）
の
施
設
基
準
研
修
会

歯

科

特

別

研

究

会

　

歯
科
診
療
に
お
け
る
感
染
対
策
は
、
使
用
す
る
器
材
、

環
境
、
医
療
従
事
者
か
ら
伝
播
す
る
交
差
感
染
を
防
ぐ
だ

け
で
な
く
、
自
分
自
身
へ
の
感
染
を
防
ぐ
手
段
で
も
あ
り

ま
す
。
患
者
自
身
が
感
染
し
て
い
る
こ
と
を
ま
だ
知
ら
な

い
場
合
や
、
感
染
を
知
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
歯
科

医
院
で
は
言
う
必
要
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
場
合
な
ど
が

あ
り
、
す
べ
て
の
患
者
が
感
染
源
を
持
っ
て
い
る
と
認
識

し
て
診
療
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
感
染
対
策

は
医
療
の
質
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
重
要
事
項
で
す
。

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
鶴
見
大
学
歯
学
部
　
歯
内
療
法
学
講
座

　
　
　
　
准
教
授 

長
谷
川　

雅
子
氏

参
加
対
象
　
歯
科
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　�
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
し
く
は�

�

協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
申
込
み

①
同
じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
登
録
で
き�

る
の
は
１
名
様
ま
で
で
す
。
同
じ�

医
療
機
関
か
ら
複
数
名
で
申
込
み
さ
れ
る
場
合
は
そ
れ

ぞ
れ
違
う
ア
ド
レ
ス
で
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

②
ご
参
加
の
際
は
、
必
ず
ご
自
身
の
お
名
前
で
ご
登
録
さ

れ
た
登
録
確
認
メ
ー
ル
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。ご
登
録
氏
名
と
別
の
方
で
の
ご
参
加
、

同
じ
Ｕ
Ｒ
Ｌ
で
複
数
名
の
ご
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
本
研
究
会
は
、
保
険
医
協
会
の
会
員
（
会
員
医
療
機
関

ス
タ
ッ
フ
様
、
会
員
ご
家
族
様
も
含
む
）
の
み
が
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

④
研
究
会
終
了
後
、
確
認
テ
ス
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

確
認
テ
ス
ト
を
受
講
し
、
か
つ
講
演
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
ご
受
講
さ
れ
た
歯
科
医
師
の
方
（
※
会
員
本
人
に

限
り
ま
す
。
会
員
本
人
で
は
な
い
勤
務
医
の
先
生
等
に

は
発
行
で
き
な
い
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
ご
容
赦
く
だ
さ

い
）
に
修
了
証
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
修
了
証
は
申
込

み
時
に
ご
登
録
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ

ル
で
お
送
り
す
る
予
定
で
す
。

⑤
講
演
の
途
中
参
加
、
途
中
退
出
、
確
認
テ
ス
ト
未
回
答

の
場
合
は
、
修
了
証
は
発
行
い
た
し
か
ね
ま
す
。
接
続

ト
ラ
ブ
ル
等
の
場
合
で
あ
っ
て
も
ご
対
応
い
た
し
か
ね

ま
す
。
必
ず
ご
自
身
で
接
続
環
境
な
ど
事
前
に
ご
確
認

の
上
、
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

7月18日　
～7月26日

７
月
１８
日
（
金
）

財
政
部
会
１９
時
３０
分
。

７
月
２２
日
（
火
）

総
務
部
会
１９
時
３０
分
。

７
月
２３
日
（
水
）

文
化
部
会
１９
時
３０
分
。
税
対

経
営
部
会
２０
時
。

７
月
２４
日
（
木
）

第
３
回
理
事
会
１９
時
３０
分
。

７
月
２５
日
（
金
）

歯
科
医
療
安
全
対
策
講
習
会

１９
時
。
新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

７
月
２６
日
（
土
）

理
事
懇
談
会
１５
時
３０
分
。
利

き
酒
会
１８
時
３０
分
。

8月21日(木)午後1時30分～

歯
科
衛
生
士
セ
ミ
ナ
ー（
実
習
付
）

　

今
回
は
「
横
浜
歯
科
医
療
専
門
学
校
」
（
横
浜
市
西
区
）

を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
講
師
陣
よ
り
直
接
指
導

の
も
と
、
講
義
に
加
え
、
診
療
台
で
顔
面
模
型
に
顎
模
型

を
入
れ
、
模
型
に
付
着
さ
せ
た
歯
石
を
除
去
す
る
実
習
も

行
い
ま
す
（
①
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
・
エ
ア
ス
ケ
ー
ラ
ー

講
義
４０
分
、
②
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
模
型
実
習
４０
分
、
③

エ
ア
ス
ケ
ー
ラ
ー
模
型
実
習
４０
分
。
実
習
は
２
人
１
組
）
。

と
こ
ろ
　
横
浜
歯
科
医
療
専
門
学
校

 

（
横
浜
市
西
区
高
島
１-

２-

１５
）

・
各
線
「
横
浜
」
駅
東
口
か
ら
徒
歩
９
分

・
み
な
と
み
ら
い
線
「
新
高
島
」
駅
か
ら
徒
歩
２
分

・
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン「
高
島
町
」駅
か
ら
徒
歩
６
分

テ
ー
マ　

「
超
音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
、

エ
ア
ス
ケ
ー
ラ
ー
実
習
」

講
　
師
　
横
浜
歯
科
医
療
専
門
学
校�

講
師
団

参
加
費
　
１
万
９
千
円

�

（
人
数
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性
あ
り
）

参
加
対
象
　
会
員
医
療
機
関
勤
務
の
歯
科
衛
生
士

定
　
員
　
２０
名
（
先
着
順
）

※
申
込
み
締
め
切
り
は
７
月
３１
日
（
木
）
で
す
。

※
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
後
、
保
険
医
協
会
か
ら
受
付
確

認
連
絡
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
し
ま
す
。
そ
の
後
、
開
催

が
決
定
次
第
、
参
加
費
振
込
等
の
ご
案
内
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し

ま
す
の
で
、
指
定
口
座
へ
の
参
加
費
振
込
を
も
っ
て
参

加
申
込
完
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
万
一

の
破
損
等
に
備
え
た
賠
償
責
任
保
険
等
は
各
自
お
入
り

く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
、
開
催
中
止
の
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
の
際
は
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
皆
様
に
７
月

３１
日
（
木
）
以
降
、
す
み
や
か
に
個
別
に
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。

※
本
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
神
奈
川
県
保
険
医
協
会�

歯
科
研
究
部
へ
お
願
い
し
ま
す
。
会
場
と
な
る
横
浜
歯

科
医
療
専
門
学
校
へ
の
お
問
合
せ
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

保険医協会の共済制度のご案内保険医協会の共済制度のご案内
お問合せは電話または協会ホームページから　お問合せは電話または協会ホームページから　℡ 045-313-2111℡ 045-313-2111

退職金と運転資金
両方同時に備えられる。

幅広い傷病に対応
脱退時には一時金の支払いも

持病があっても入りやすい。
最大297万円まで補償

・年利1.126％の積立年金。
・ 受取人は先生なので、退職金以外にも使えるの
が魅力。

・ 普段は退職金として積み立てて、もしもの時に
は取り崩して運転資金に回すことが可能です。

・ 傷病による休業時に加入口数に応じて給付金
がもらえます。

・ 精神疾患なども対象になる広い給付範囲と加
入時点で保険料が固定になるのが魅力。

・ 告知があるので、若くて健康なうちに入るの
がお勧めです。

・ 傷病による休業時に加入口数に応じて保険
金がもらえます。

・ 告知は、YES/NOの質問3つに答えるだけで簡単。
・ 家族・従業員も利用できるので、もしもの備
えや福利厚生にも利用できます。

従業員退職年金従業員退職年金 休業保障保険休業保障保険 所得補償保険所得補償保険
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